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■ 学会長 大宮 裕樹 （KKR札幌医療センター） 

■ 学会事務局長 加藤 敏史 （石狩病院） 

■ 会 期 2021年 11月 14日（日） 

■ 会 場 Web 開催（Zoom） 

■ 主 催 公益社団法人 北海道臨床工学技士会 

■ 開 演 8:30～   （開会式 8:50） 

■ 参加費  4,000 円 （一律） 
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公益社団法人 北海道臨床工学技士会 ニュース 
No.161  

ホームページ  http://hcea.umin.ac.jp 

事務局へのお問い合わせは上記 Homepage お問い合わせフォームより  

 この度、新型コロナウイルス感染症の広がりを考慮し、対面での開催を 

取りやめることとし、昨年同様に Web での開催とさせていただきます。 

何卒、ご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。 

詳細は決まり次第ホームページ上で公開予定です。 
第 32 回北海道臨床工学会ホームページ 

http://hcea.umin.ac.jp/info_study/congress32.html 
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今回、発表される一般演題を会誌に掲載いたしま

す。掲載を希望される方は、「投稿・執筆規定」（2018

年 10 月改訂版）に従い、下記の期日までにチェッ

クリストを添えて投稿原稿を提出して下さい。 

編集用に用意しているパソコン(Windows)には、

Microsoft の Word2010 と Power Point2010 に対

応できるようにしています。原稿は Word、図表に

は PowerPoint を用い、上記環境にて正常に動作す

る データでお送り下さい。 

また、図表は白黒に修正してからお送り下さい。  

なお、公益社団法人北海道臨床工学技士会会誌は

現在 ISSN、医学中央雑誌、メディカルオンライン

に登録しております。 

今回、発表される内容を他学会にて全く同じ内容

で論文投稿の予定がある場合は二重投稿とみなさ

れますので、注意をお願いいたします。 

 

 

 

http://hcea.umin.ac.jp/files/pdf/2019/30th_hace_t 

oukoukitei/toukou_kitei2019_syousai.pdf 

提出はメールでお願い致します。  

締め切り期日：2021 年 12 月 17 日（金）必着 

 

原稿送付先 

〒070-8610 北海道旭川市金星町 1 丁目 1-

65 市立旭川病院 臨床工学室 

澤崎 史明 <Sawasaki Fumiaki>  

原稿提出先メールアドレス

Mail:f_sawasaki@ach.hokkaido.jp 

 

 

※後日、投稿の意志に変更が生じた場合も、 

上記まで連絡をお願いいたします。 

 

 

～投稿原稿提出についてのお願い～ 

第 4 回危機管理セミナー開催 

2021 年 7 月 8 日(木)に、第 4 回危機管理セミナ

ーが Zoom を使用し開催されました。 

今回のテーマは、「経験から学ぶ災害対策～東

日本大震災と透析医療～」となっていて、文字通

り災害対策について講師の経験を踏まえご講演

いただき、災害対策について再考する良いセミナ

ーとなっていました。 

 第一部では、危機管理委員会の國木委員長が

「北海道臨床工学技士会の災害情報共有体制に

ついて」と題して、北海道臨床工学技士会として

の災害発生時の情報共有体制構築の取り組みに

ついてご講演していただきました。 

危機管理委員の皆様は、2018 年の胆振東部地震

での教訓を活かし、災害時の情報共有マニュアル

の整備を行い、いつ発生するかわからない災害に

備えています。情報共有マニュアルは、北海道臨

床工学技士会のホームページで公開されていま

す。会員の皆様は、災害時にご自身の地域医療を

守るためにも、平時から災害対策に意識を向け、

有事に落ち着いて行動できるようにマニュアル

を参照していただき、備えていただきたいと思い

ます。 

 第二部では、東北大学病院の宮崎真理子先生か

ら「大災害時の透析医療継続に備えて～自施設の

BCP から広域連携まで～」と題して、ご自身が経

験された 2011 年の東日本大震災発生時の経験を

通して、災害対策にどのように取り組むかという

内容でご講演していただきました。 

題名内の BCP とは、事業継続計画(Business 

continuity planning, BCP)を示し、企業が自然災

害や大火災などの緊急事態に遭遇した際に、損害

を最小限に抑えつつ事業の継続や復旧を図るた

めの計画のことです。災害時は限られた時間、人

員、物資で目標達成のために協力していくことが

求められ、そのためには日々の訓練が大切である

と話されていました。東北地域では、年に 2 回の

災害情報共有訓練を実施し、県を跨いでの広域連

携の確認を行い、綿密な連携・協力体制の構築に 

 

 

投稿・執筆規程は 

こちらで確認できます 
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東北大学病院 宮崎 真理子先生 

特にコーチングについてはとても学ぶことが多

く、相手の考えを引き出すための「傾聴」や「質

問」の方法や、例えば「相手への評価は主観的にで

はなく客観的に伝える」などすぐに実践できるも

のが多くありました。また、途中 Zoom を活用し

グループやペアに分かれてのグループワークもあ

り、今まで以上に受講者が参加できるセミナーで

した。 

今回、なかなか学ぶ機会の少ない職場づくりや

人材育成についてわかりやすく学ぶことができま

した。ぜひ今後も、このようなセミナーを継続し

て開催し、多くの方に参加していただけたらと思

います。 

最後に、講師の石田先生、人材活性委員会、教育

委員会の皆様にこの場を借りて感謝致します。 

広報 小玉 

 

尽力されているそうです。 

大災害を経験された先生のお話は大変重みが

あり、自分自身も災害対策に関して今一度再確認

し、いつか起こりうる災害に対応できる心構えを

する必要性に気付く良い機会を得ることができ

たセミナーとなりました。 

平日のセミナーにも関わらず、ご講演をいただ

きました講師の先生方、ご参加いただいた会員の

皆様にこの場をお借りして感謝申し上げます。 

広報 東 

 

第 1 回人材活性セミナー   

第 25 回卒後教育セミナー開催 

2021 年 7 月 19 日(土)、第 1 回人材活性セミナ

ー×第 25 回卒後教育セミナーが Web 開催されま

した。講師には株式会社北海道医療情報サービス 

石田 八千代先生をお招きし、31 名の方が参加さ

れました。 

石田先生は昨年の 10 月に開催された第 20 回

卒後教育セミナーではじめて講師にお招きし、

接遇について教えていただきました。2 回目とな

る今回は『共に育つ職場づくり』をテーマに、

人材育成を中心にご講演いただきました。一人

ひとりが自分の能力に自信を持ち、十分に実力

を発揮しあえる環境を整えるために必要な心の

栄養「ストローク」（詳しくはストロークエコノ

ミー/ストロークの経済で検索）や、会話や質問

を通して相手の考えや気づきを引き出す「コー

チング」という育成法を中心に教えていただき

ました。 

講師 石田 八千代先生 

空知支部学術講演会 開催 

2021 年 8 月 26 日(木)に、「2021 年北海道臨床

工学技士会 空知支部学術講演会」が Web セミナ

ー形式で開催されました。小林 勝支部長の開会の

挨拶から始まった講演会のテーマは、「～新型コロ

ナ感染症に対する臨床工学技士の関わり～」とな

っており、日々最前線で治療にあたっている講師

の皆様から貴重なお話を聴くことができました。 

第一部では、札幌医科大学附属病院 臨床工学部 

係長の橋本佳苗先生から「感染防護教室」という

お題でご講演がありました。動画を使用した内容

となっており、個人防護具:PPE の使用方法につい

て分かりやすくご説明していただきました。 

 



****************************************** 

臨床工学技士の業務範囲追加に伴う 

厚生労働大臣指定による研修 

(告示研修 2021)  

2021 年 10 月 30 日から開始予定 

https://www.ja-ces.or.jp/kokuji-kenshu/ 

****************************************** 

2021 年 11 月 14 日（日） 

第 32 回北海道臨床工学会 

Web 開催へ変更 

http://hcea.umin.ac.jp/info_study/congress32.h

tml 

****************************************** 
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京都府の病院で１月、80 代の男性患者が人工透

析を受けた際、血液が大量に流出して意識不明と

なり、その後死亡していたことが 27 日、同病院

を運営する医療法人への取材で分かった。器具を

誤って使用したとみられ、病院は医療事故として

遺族に謝罪した。 

同病院によると、透析治療で男性の血液を体内

に戻す際、別の管から血液が流出。看護師が、流

出防止用の器具が緩んだ状態で透析を始めたと

みられる。異常を示す警報音が鳴ったが、看護師

らは警報を切るなどして作業を継続。男性は容体

が急変して翌月に死亡したという。同病院の事故

調査委員会が報告書をまとめ、第三者機関による

調査を受けているという。 

同病院は「事案を重く受け止めている。原因を

明確にして再発防止に努めたい」としている。 

2021 年 4 月 27 日 (火) 京都新聞配信 

◆RMニュース◆ 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。 

新型コロナウイルス感染拡大による中止や延期

の可能性もありますので、各記載の Web サイトを

ご確認ください。 

第二部では、根室市立病院 医療技術部 総括技

士長の西村伸也先生から「COVID-19 陽性患者と

濃厚接触者の透析及び地域間連携」という内容で

ご講演していただきました。市中感染が広まって

いる現状で、まず初めに患者の行動歴や発熱など

の症状確認が大切であり、適切なタイミングでス

クリーニングを行えるように普段から注意を払う

ことが肝要であると感じました。患者が流行感染

地域に行ったことを申告していない例や、発熱に

対して解熱剤を服用していた例などが紹介されて

おり、興味深い内容となっていました。 

第三部では、市立札幌病院 臨床工学技士科 猫

宮伸佳先生から「COVID-19 の透析患者を受け入

れて ‐市立札幌病院の 1年半‐」と題し、COVID-

19 患者の治療に携わり続けている現状について

ご講演していただきました。感染流行の早期から、

多くの COVID-19 陽性患者の治療に関わり、蓄積

されたデータを提示していただきました。私が想

像しているよりも多くの患者を受け入れ、幾度と

なく隔離区域の見直しが行われ、日々増加してい

た陽性患者を受け入れ続けている厳しい現状が伝

わってきました。 

今回の取材を通して、今この瞬間も最前線で治

療にあたっている我々の仲間たちがいるというこ

とを強く感じました。今後も、患者のみならず医

療従事者にも平穏な日々が戻ることを切に願いま

す。 

ご多忙の中、ご講演頂いた先生方、参加された

皆様にこの場をお借りして感謝申し上げます。 

広報 東 

 

空知支部 小林支部長 

＜人工透析患者が死亡 器具ゆるみ 

血液流出か 病院が謝罪 京都＞ 
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■令和 3年法律第 49号  2021年 7月 9日 
（臨床工学技士法の一部改正） 

第十一条 臨床工学技士法（昭和六十二年法律第六十号）の一部を次のように改正する。 

 第三十七条第一項中「操作」の下に「及び生命維持管理装置を用いた治療において当該治療に関連する医

療用の装置（生命維持管理装置を除く。）の操作（当該医療用の装置の先端部の身体への接続又は身体から

の除去を含む。）として厚生労働省令で定めるもの（医師の具体的な指示を受けて行うものに限る。）」を加え

る。 

～法律改正により追加される業務～ 

生命維持管理装置を用いた治療において当該治療に関連する医療用の装置（生命維持管理装置を除く)  

の操作 (当該医療用の装置の先端部の身体への接続又は身体からの除去を含む） 

① 手術室又は集中治療室で生命維持管理装置を用いて行う治療における静脈路への輸液ポンプ又は 

シリンジポンプの接続、薬剤を投与するための当該輸液ポンプ又は当該シリンジポンプの操作並びに 

当該薬剤の投与が終了した後の抜針及び止血（輸液ポンプ又はシリンジポンプを静脈路に接続するため

に静脈路を確保する行為についても、「静脈路への輸液ポンプ又はシリンジポンプの接続」に含まれる。） 

② 生命維持管理装置を用いて行う心臓又は血管に係るカテーテル治療における身体に電気的刺激を 

負荷するための装置の操作 

③ 手術室で生命維持管理装置を用いて行う鏡視下手術における体内に挿入されている内視鏡用ビデオ 

カメラの保持及び手術野に対する視野を確保するための当該内視鏡用ビデオカメラの操作 

 

■令和 3年政令第二百三号  2021年 7 月 9日 
臨床工学技士法施行令の一部を改正する政令 

内閣は、臨床工学技士法（昭和六十二年法律第六十号）第二条第二項及び第四十二条の規定に基づき、 

この政令を制定する。 

臨床工学技士法施行令（昭和六十三年政令第二十一号）の一部を次のように改正する。 

第一条第二号中「シャント」の下に「 、表在化された動脈若しくは表在静脈」を加える。 

 

～政令により追加される業務～ 

血液浄化装置の穿刺針その他の先端部の表在化された動脈若しくは表在静脈への接続又は表在化 

された動脈若しくは表在静脈からの除去 

 ※従来の業務範囲であった「シャントへの接続又はシャントからの除去」に追加 

 

■令和 3年厚生労働省告示第二百七十七号 
臨床工学技士法施行令の一部を改正する政令附則第二項の規定に基づき厚生労働大臣が指定する研修 

臨床工学技士法施行令の一部を改正する政令附則第二項の規定に基づき厚生労働大臣が指定する研修

は、同令による改正後の臨床工学技士法施行令（昭和六十三年政令第二十一号）第一条第二号に掲げる行為

（シャントへの接続及びシャントからの除去を除く。）に必要な知識及び技能を修得するための研修であって、 

公益社団法人日本臨床工学技士会が実施するものとする。 

 

臨床工学技士の業務範囲追加に伴う厚生労働大臣指定による研修（告示研修 2021）の 

詳細については公益社団法人 日本臨床工学技士会の特設ホームページをご参照ください。 

                   （https://www.ja-ces.or.jp/kokuji-kenshu/） 

臨床工学技士に関する法令の改正 

https://www.ja-ces.or.jp/kokuji-kenshu/
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このコーナーは、２０２０年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、２０２1 年 3 月に北海道科学大学を卒業し、医療法人 友秀会 伊丹腎クリニックにて

勤務中の柿崎美里さんです。 

 

伊丹腎クリニック 柿崎美里さん 

私は、2021年 3月に北海道科学大学 保健医

療学部 臨床工学科を卒業し、4 月から医療法人 

友秀会 伊丹腎クリニックで勤務しています。 

 就職するにあたって、患者様と密に接すること

ができ、共に治療していくことができる透析業務

を選びました。 

日々透析スタッフとして患者様と関わってい

く中で、どのようにコミュニケーションをとって

患者様から信頼を得ることができるのか悩むこ

ともたくさんあります。しかし、患者様に助けて

もらうこと、心が救われることもたくさんありま

す。穿刺や抜針時に上手になったねと言っていた

だくときが、今までの私の成長を見ていただけた

のだなと嬉しく思い、今後も頑張ろうと思う瞬間

です。 

最近では穿刺も始めて、少しずつではあります

が、穿刺できる患者様の人数が増えてきました。  

穿刺の技術を向上させるために、一人ひとりの

血管の特徴や自分自身が実際に穿刺して感じた 

ことなどを記録するようにしています。その記録

を見ることで 2回目以降に復習することができ、

繰り返し同じミスをしないようにしています。 

今後の課題は、患者様にイレギュラーな出来事

が起こったとき適切な処置ができるようになる

ことです。今は先輩に血圧や患者様の状態などを

伝えてどうするべきか指示をもらっている状況

なので、患者様にとって最も適切な処置ができる

ように努力していきたいです。また、穿刺のスキ

ルを上げるためにエコー下穿刺の練習も行って

いるので、穿刺ミスをなくすためにも練習を重ね

て自分のものにしていきたいです。 

将来の目標は、スタッフや患者様から尊敬され

る臨床工学技士になることです。正直、働き始め

たばかりということもあって、具体的に将来像を

考えることはできていません。漠然とではありま

すが、周囲の方々から見て仕事面、生活面全てに

おいて恥じることのない生き方ができる臨床工

学技士として歩んでいきたいです。 

 



 
 

  

「北海道臨床工学技士会会誌」に掲載された過去の論文を

電子化し株式会社メテオが提供する文献検索サイト、メデ

ィカルオンラインで閲覧することが可能です。 

 

2021 年度アカウントについて(2022年 3 月末日まで有効) 

当会専用 ID：1100007199-06 

パスワード：mkiwb65g 

当会雑誌名①：北海道臨床工学技士会会誌 

雑誌 URL：http://mol.medicalonline.jp/archive/select? 

jo=ey2rinsy 

 

 

 

 

 

 

 雑誌 URL へ接続しますと、北海道臨床工学技士会会誌

のアーカイブ画面へ遷移します。画面右側の会員認証欄に

上記専用 ID/パスワードを入力後、会誌の閲覧が可能とな

ります。 
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北海道臨床工学技士会メーリングリスト参加申し込みのお願い 

 

技士会の情報網拡充のためメーリングリストを作成しておりますので是非ともご参加下さい。当

会運営情報や学会、セミナーの案内など重要な情報を配信します。また、災害発生時には、情報収

集し共有する手段としての活用を検討しております。 

技士会の情報網拡充のため、是非ともご参加ください。 

※申込みは、当会ホームページの「メーリングリスト」よりお願いいたします。 

 

会 員 情 報 変 更 の 届 出 の お 願 い 

 

所属施設変更や自宅住所変更された場合の連絡が来なく、ニュースや郵送物の返送

がこの時期多くなっております。会員情報（所属施設、自宅住所など）変更がありま

したら道臨工 HP「会員情報変更」よりお願いいたします。 

 

※メールアドレスを含めた会員情報の変更があった際は、速やかに変更手続きを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《メディカルオンライン学会誌無料閲覧サービスのご案内》 
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印刷 
 

株式会社  プリントパック  

 

http://www.printpac.co.jp/  

北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当理事 旭川リハビリテーション病院 臨床機器管理課  木村吉治 

広報委員長 旭 川 赤 十 字 病 院 臨床工学課  奥山幸典 

編 集 委 員 旭川医療センター 統括診療部  本手 賢 

旭川医科大学病院 診療技術部  南谷克明 

旭川リハビリテーション病院 臨床機器管理課  東 俊輔 

旭 川 厚 生 病 院 臨床工学技術科  小玉麻里菜 

 


